
1996年出上の木簡

表
面
は
十
二
支
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
順
不
同
で
あ
り
、
意
味

は
明
ら
か
で
は
な
い
。

裏
面
は
年
号
と
考
え
ら
れ
、
年
号
で
三
の
つ
く
壬
子
年
は
候
補
と
し
て
白
雉

三
年

全
ハ
≡

０
と
宝
亀
三
年

（七
七
一
し

が
あ
る
。
出
土
し
た
土
器
と
年
号
表

現
の
方
法
か
ら
勘
案
し
て
前
者
の
時
期
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

釈
読
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
小
林
基
伸
氏
の
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
瀬

一
嘉
）

一

だ
い
も
つ

丘虚
・大
物
遺
跡

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
尼
崎
市
大
物
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
―
八
月

発
掘
機
関
　
　
尼
崎
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
岡
田
　
務

・
山
上
真
子

遺
跡
の
種
類
　
遺
物
包
含
地

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
近
世
の
尼
崎
城
下
町
の

一
つ
で
あ
る

「夫
物
町
」
の
北
端
に
位

置
す
る
。
調
査
は
、
市
営
住
宅
建
て
替
え
工
事
に
先
立
ち
行
な
わ
れ
、
建
物
予

定
地
の
ほ
ぼ
全
面
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
建
物
跡
な
ど

の
明
確
な
遺
構
は
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
在

の
表
土
よ
り

一
・
七
―
三

・
四

ｍ
の
深
さ
で
、
中
世
の
包
含
層

を
検
出
し
た
。
中
世
の
包
含
層

は
、
基
本
的
に
七
層
に
わ
け
る
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こ
と
が
で
き
、
上
か
ら
①
黒
灰
色
粘
質
土
層

（耕
土
）、
②
黒
灰
色
粘
土
混
じ

り
砂
質
土
層

（洪
水
層
）、
①
灰
色
砂
質
土
層

（耕
土
）、
④
黄
色
砂
質
土
層
、

⑤
黒
灰
色
粘
土
混
じ
り
砂
質
土
層
、
⑥
黄
灰
色
砂
質
土
層
、
⑦
褐
色
砂
利
層
と

な
っ
て
い
た
。

こ
の
層
序
か
ら
み
て
、
当
初
砂
浜
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
順
次
洪
水
な
ど
に
よ

り
砂
が
堆
積
し
、
そ
の
つ
ど
遺
物
も
同
時
に
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
水
が
引
い
た
後
に
は
、
所
々
に
葦
な
ど
の
植
物
が
繁
茂
し
、
植
物
遺
体

層
と
し
て
高
ま
り
を
形
成
し
た
所
も
あ
っ
た
。

遺
物
は
、
と
く
に
④
ｌ
⑦
層
か
ら
大
量
に
出
土
し
て
お
り

（整
理
用
コ
ｒ
ア

ナ
約
七
〇
〇
箱
）、
お
お
む
ね

一
二
世
紀
初
頭
か
ら

一
三
世
紀
前
半
に
か
け
て
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
し
た
遺
物
の
な
か
で
、
最
も
出
土
量
の
多
い
の
が
土
器
類
で
、
土
師
質

土
器

・
瓦
器

・
瓦
質
土
器

。
国
産
陶
器

・
輸
入
陶
磁
器
な
ど
が
あ
る
。
土
師
質

土
器
に
は
、
近
畿
地
方
で
生
産
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
生
産

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
椀

・
杯

。
皿
な
ど
も
大
量
に
出
土
し
て
お
り
、
古
代
末

か
ら
中
世
初
頭
に
か
け
て
、
文
献
に
名
の
み
え
る

「大
物
浜
」
が
東
西
の
水
上

交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の

は
自
磁

。
青
磁
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
で
、
完
形
品
に
近
い
も
の
や
底
部
に
墨
書

の
あ
る
も
の
な
ど
が
大
量
に
出
土
し
て
お
り
、
土
器
の
全
出
土
量
の
数
％
を
占

め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
博
多
か
ら
京
都
へ
船
で
逗
ば
れ
る
輸
入
陶

磁
器
が
、
途
中
で

「大
物
浜
」
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
土
器
の
な
か
に
は
、
お
お
む
ね
底
部
外
面
に

「お
と
い
ぬ
」
「
や

ヽ

こ
」
な
ど
の
平
仮
名
、
コ

」
「十

一
」
な
ど
の
数
字
、
判
読
不
能
な
漠
字
が
記

さ
れ
た
墨
書
土
器
が
含
ま
れ
て
い
る
。

遺
物
は
、
土
器
類
の
ほ
か
、
土
製
品

。
木
製
品

・
金
属
製
品

・
石
製
品

。
骨

角
製
品

・
動
植
物
遺
体
な
ど
数
多
く
あ
る
が
、
と
り
わ
け

一
〇
〇
〇
点
を
超
え

る
経
石
は
他
に
類
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。

経
石
は
、
五
×
七
ｃｍ
程
度
の
平
ら
な
自
然
石

（河
原
石
）
が
最
も
多
く
、
経

は
石
の
表
裏
両
面
の
ほ
か
、
左
右
の
側
面

。
上
下
面
に
わ
た
り
流
麗
な
楷
書
で

び
っ
し
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
経
典
は
、
書
か
れ
た
経
文
か
ら

「無
量
義
経
」

「法
華
経
」
「観
昔
賢
経
」
の
い
わ
ゆ
る
法
華
三
部
経
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い

　

「
＜
元
量
義
経
」
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

の受
Ｐ睫
］
露

②

　

「
＜
御
米
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ巽
］受
∞
轟

③

　

「
＜
能
米
四
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
受
卜
愚

⑪
は
、
調
査
区
東
端
の
植
物
遺
体
層
の
上
層
か
ら
中
層
に
か
け
て
、
土
器
類

な
ど
と
と
も
に
検
出
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
経
石
群
の
な
か
か
ら
出
土
し

た
。
時
期
的
に
は
、
同
層
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
か
ら
み
て

一
三
世
紀
前
半

頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
木
箱
な
い
し
は
袋
に
入
れ
ら
れ
た

「無
量
義
経
」
の



1996年出土の木簡

経
石
を
示
す
付
札
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
①
は
、
調
査
区
東
端
の
⑥
黄
灰
色
砂
質
土
層
か
ら
出
上
し
た
。
時
期
的
に

は
、
同
層
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
か
ら
み
て
、　
〓

一世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に

か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
は
、
四
字
目
は
判
読
不
能
で
あ
る
が
、
俵

。
石

。
升
な
ど
の
数
量
の
可
能

性
も
あ
る
。

０
は
、
四
字
目
は

「俵
」
の
よ
う
に
み
え
る
が
判
読
不
能
。

②
９
は
、
物
品
名

（米
）
と
数
量
が
記
さ
れ
て
お
り
、
地
方
か
ら
荘
園
領
主

な
ど
の
も
と
に
逗
ぶ
税
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
と
思
わ
れ
る
。
遺
跡
の
調
査
で
は
、

出
土
し
た
遺
物
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
「大
物
浜
」
に
荷
揚
げ

さ
れ
た
物
品
の
な
か
で
も
、
米
な
ど
の
穀
物
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（岡
田
　
務
）




